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＜外来患者様情報＞

・棟方　直浩様～病名：精神遅滞（重度）47歳。平成23年4月15日夜間の睡眠が安定され、不穏行動もないため、当院退院となっています。4月23日当院退院後初外来となっています。退院後も夜間の睡眠は安定されており、不穏行動もないとの事です。

・佐藤　恵圀様～病名：躁病、６４歳。気分の高揚さなく落ち着いているため4月14日退院となっています。4月28日当院退院後初外来となっていいますが、気分の高揚さなく診察を受けています。夜間の睡眠も安定しているとのことです。
・伊勢田　義斉様～新患。アルコール依存症、61歳。4月28日当院初診となっています。みちのく記念病院からの紹介状を持参され、本人様61歳より、それまで働いていた、会社を解雇され、活動性の低下し飲酒量も増加される。連続飲酒となり、酩酊時にはご家族への暴力行為があり、平成23年1月には、酩酊状態にて妻へ灰皿を投げ、傷害をおわせ逮捕となる。２月には釈放となるが、家族、保健所職員、警察官に精神科での治療を促され、みちのく記念病院へ入院となる。当院へアルコール依存症での治療室グラムを目的とし、相談があり受診される。入院の説明にて同意を得られたため、入院の予約となっています。食道動脈瘤の有無について内視鏡検査実施をする予定となっています。

・木村　政幸様～新患、うつ病、３８歳。平成23年上旬より、経理の管理職へ昇進となるが、業務内容の変化、部下の管理指導を行うことに負担を感じ、抑うつ感や不安感などの症状が出現、ストレスがたまると、動機や発汗、頭痛などの身体症状も見られている。希死念慮があり、睡眠の不安定さあるため、六ヶ所村の診療所を受診するが、検査のみであった。上司より、精神科の受診を勧められ、4月29日当院を初診となっています。休息と薬物療法が必要な為説明し、了解され抗うつ薬、睡眠薬が処方となっています。
・浅水　　洋　様～5月5日（木）の受診予定であったが、本日受診されています。4月24日に家の電話へ非通知での電話が何度かあり「またか（元交際相手からか）」とおもい、自暴自棄になり、やってしまったと話されています。電話にでていなければ、相手が誰であるかわからない為、自暴自棄にならないようにし、冷静に判断していくようアドバイスしています。
